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タスマニア-ニュージーランド地域に新しい地磁気観測網を展開し、ULF周波数帯の地磁気脈動を観測した。我々は
2011年 2月 Middlemarch (MDM, -45.35, 170.05)に地磁気観測点を開設した。これまでに約１年分の 1秒値データが蓄
積されている。また、2012年 3月に Wairarapa（WAI, 北島南部）に磁力計を設置する予定である。タスマニア島では
Newcastle大学と IPSにより Launcestone(LAU, -41.68 147.18)と Hobart（HBT, -42.88 147.35）でそれぞれ地磁気観測が
行われている。これらのデータを用いることで、L˜2.7 Reにおける ULF周波数帯の地磁気脈動について、緯度方向・経
度方向の分布を調べることができる。たとえば、緯度方向にわずかに離れた観測点間で地磁気脈動の振幅や位相を比較
すると、磁力線共鳴振動の周波数を精密に求めることができる。よってタスマニア、ニュージーランド二つの経度線上で
磁力線共鳴振動周波数を同時にとらえ、昼夜境界線をまたいで電離層電気伝導度が劇的に変化する際にどのような変化
を見せるか詳しく調べることがなど可能になる。将来的にはさらに観測点を増やし、先行する地磁気観測プロジェクト
等との連携により、タスマニアーニュージーランド地域とその共役点に地磁気多点観測体制を構築し、磁力線共鳴振動
現象の三次元的空間構造を解明する計画である。観測データと最新の磁気圏モデルを用いた数値計算結果を比較するこ
とで、M-I 結合系における諸問題の解明を目指している。
これまでの解析結果では、次のような結果を得ている。2011年 5月 3日にMDM, LAU, HBT で観測された地磁気デー

タに cross-phase法を適用したところ 0-4 UTに安定した磁力線共鳴振動周波数が得られた。HOB-LAU では 25-27 mHz、
MDM-LAU では 22-23mHzでそれぞれ推移し、4時間にわたってほとんど変化を見せなかった。磁力線共鳴振動数は磁
場形状と磁力線沿いのプラズマ質量密度に依存するので、上記の解析結果から 147-170°E, L˜2.7の領域内では 4時間に
わたって極めて安定したプラズマ密度が保たれていたことが分かる。またこの日は電離層電気伝導度の変化にともなう
共鳴振動の歪みは見られなかった。講演では新たに取得される予定のWAI のデータを含めた解析結果を紹介する。
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